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　５月27日（火）、仙台市青葉区の江陽グランドホテルにおいて、令和７年
度通常総会を開催したところ、組合員94名（委任状12名、書面議決37名を
含む）が出席した。
　午後３時30分、司会の千葉事務局長から、出席組合員数が法定数を満た
し、総会が適法に成立していることが報告され、井上理事長から次の挨拶
があった。
　「昨年度の我が国の景気は緩やかに回復を続け、設備投資が増加して個
人消費も増加基調を維持した。今年の春闘では、高水準の賃上げを決める
大手企業が続出したが、中小零細企業との賃金格差が広がりつつある。更

総会の様子

井上理事長

には、米国の政策の影響を受け、市場が混乱する等、世界経済の不確実性が高まっている。このよう
な諸情勢の中、組合の経済事業は黒字で決算を収めることができ、12年連続で資材・工事共に利用分
量割り戻しを実施させていただくこととした。また、配水管及び給水装置修繕工事、仙台市水道修繕
受付センター業務等、担当組合員各社の
ご協力により、全て完全履行することが
できた。
　また、仙台高等技術専門校での職業講
話をはじめとする人材確保に向けた活動
を展開した他、関係官公庁が主催するイ
ベントへの参加、技術技能講習会の実施
等、各種事業に取り組んできた。これも
偏に組合員の皆様の深いご理解とご協力
の賜物と感謝申し上げる」
　総会は、議長に㈱同和設備工業所の菅
原雅美氏（当組合副理事長）、副議長に
㈱加納工業所の福田幸穂氏が就任して議
案の審議に入り、吉田専務理事より第１
号議案から第６号議案までの各議案が提案説明され、全て原案どおり可決した。
　なお、議案項目は次のとおり。

第１号議案　令和６年度事業報告書並びに財産目録・貸借対照表・損益計算書・収支決算書及び剰余
金処分案承認の件

第２号議案　令和７年度事業計画書並びに収支予算書案決定の件
第３号議案　役員報酬決定の件
第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
第５号議案　令和７年度組合新規加入者の加入金決定の件
第６号議案　令和７年度借入金残高の最高限度額決定の件

令和７年度通常総会を開催令和７年度通常総会を開催
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◎理事長より、令和６年度資材利用協力組合員に感謝状と
記念品の贈呈

　渡辺建設工業 株式会社

㈱大盛設備工業　阿部氏（左）

渡辺建設工業㈱　渡辺社長（左）

㈱興盛工業所　井上氏（左）

　また、総会終了後、阿部経理課長の司会で表彰式が執り行われ、顕彰状と感謝状がそれぞれ授与さ
れた。
　各受賞者は次のとおり（敬称略）
　　
◎理事長より、業界功労者に対する顕彰状の授与と記念品の贈呈
　令和６年度仙台市技能功労者表彰　井上　　修（株式会社 興盛工業所）
　第62回技能五輪全国大会敢闘賞　　阿部　宏一（株式会社 大盛設備工業）
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令和７年度通常総会懇親会を開催令和７年度通常総会懇親会を開催

　５月27日（火）、江陽グランドホテルにおいて、通常総会後の懇親会を開催したところ、組合員・来
賓等105名が出席した。
　午後５時30分、千葉事務局長の司会で開会し、はじめに井上理事長から、「先刻開催した通常総会
では、全議案が原案どおり満場一致で可決承認され、無事滞りなく終了したことを報告させていただ
く。建設業は変化への対応が求められているが、その先には成長と大きな可能性がある。日々の努力
が形になる喜びを感じながら取り組ませていただくので、変わらぬご指導ご協力をお願いしたい」と
挨拶があった。

　次に、ご来賓を代表して加藤邦治仙台市水道事業管理者、佐藤秀樹仙台
市建設局長からご祝辞を頂戴し、続いて、本木忠一宮城県議会副議長、鈴
木広康仙台市議会副議長にご挨拶をいただき、佐藤勘三郎宮城県中小企業
団体中央会会長の乾杯の発声で祝宴に入った。
　総会後の懇親会は、終始和やかな雰囲気で歓談し、午後７時、小林副理
事長による中締めで盛会のうちに散会した。

加藤仙台市水道事業管理者

佐藤中央会会長

佐藤仙台市建設局長 本木宮城県議会副議長 鈴木仙台市議会副議長

懇親を深めていました
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宮城県管工事業協同組合連合会宮城県管工事業協同組合連合会
令和７年度通常総会・創立30周年記念式典・祝賀会開催令和７年度通常総会・創立30周年記念式典・祝賀会開催

　５月30日（金）、大崎市のアインパルラ浦島において、
宮城県管工事業協同組合連合会（略称：宮管連）の令和
７年度通常総会が開催され、会員等35名が出席した。
　午後２時30分、当組合（宮管連事務局）の千葉事務局
長の司会で開会し、はじめに井上会長（当組合理事長）
から挨拶があった。続いて、出席会員の報告と来賓紹介
が行われた後、井上会長が議長に就任して議案の審議に
入った。

　議事は、宮管連の堀専務理事（当組合理事）から各議案の提案説明がなさ
れ、全て原案どおり可決された。
　第７号議案の役員補充の件は指名推選と決し、登米市管工事業協同組合の
千葉理事長、多賀城市管工事業協同組合の髙橋理事長が選考委員を務め、理
事１名を選考、指名を受けた栗原市管工事協同組合代表理事の岩渕博文氏は
満場一致の賛同を得て、その場で就任を承諾した。

［議案項目］
　第１号議案　令和６年度事業報告書並びに財産目録・貸借対照表・損益計

算書・収支決算書及び剰余金処分案承認の件
　第２号議案　令和７年度事業計画書並びに収支予算書案決定の件
　第３号議案　役員報酬決定の件
　第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
　第５号議案　令和７年度新規加入者の加入手数料決定の件
　第６号議案　令和７年度借入金残高の最高限度額決定の件
　第７号議案　役員補充の件

岩渕新理事

総会の様子

　総会終了後、午後３時30分から宮管連創立30周年記念式典が行われ、会員及び来賓等49名が出席し
た。井上会長の式辞の後、記念表彰と年度表彰が行われ、優良団体に褒状、功労役員に感謝状、業界
功労者に顕彰状、優良従業員に表彰状がそれぞれ授与（別記参照）され、受賞者を代表して、登米市
管工事業協同組合の千葉信宏理事長から謝辞が述べられた。
　なお、当日の各表彰受賞者は次のとおり。

感謝状を受ける千葉氏（右）

※別記
　記念表彰
　［宮城県知事より優良団体として褒状授与］
　　宮城県管工事業協同組合連合会
　［全国管工事業協同組合連合会会長より功労役員として感謝状贈呈］
　　会　長　井上　　環（宮城県管工業協同組合、以下宮管）
　　副会長　千葉　信宏（登米市管工事業協同組合）
　　副会長　佐藤　康浩（名取市管工事業協同組合、以下名取）
　　理　事　小野　貴市（岩沼市管工事業協同組合、以下岩沼）
　　理　事　菅原　雅美（宮管）
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　記念式典後には祝賀会が開催され、はじめに、井上会長から挨拶があり、続いて来賓を代表して（公
社）日本水道協会東北地方支部長（代理：宮野知生仙台市水道局給水部長）と伊藤康志大崎市長から
祝辞があった後、（公社）日本水道協会宮城県支部長（代理：本木雅治石巻地方広域水道企業団事務局長）
の乾杯の発声で祝宴に入った。

　懇親会は「ととのいました！」の掛け声に続いて披露
するなぞかけで注目を集めている「ねづっち」による余

　年度表彰
　［業界功労者顕彰］
　　令和６年度国土交通大臣表彰　
　　　小野　貴市　有限会社 南設備工業所（岩沼）
　［優良従業員表彰］
　　　阿部　智子　株式会社 加納工業所（宮管）
　　　大泉　直也　本山振興 株式会社（宮管）
　　　田生　　亘　株式会社 村上瓦斯工業所（宮管）
　　　遠藤　好昭　山下設備工業 株式会社（石巻広域管工事業協同組合）
　　　木村　悦子　株式会社 大湧工業（名取）

　次いで、宮城県知事（代理：相原幹司宮城県経済商工観光部商工金融課長）と全国管工事業協同組
合連合会の藤川幸造会長から祝辞をいただいた後、㈲ミナ・コーポレーション代表取締役の長久保美
奈氏による「いつまでも愛される人になるためのアティチュード」と題した記念講演が行われ、式典
を終了した。

記念講演の様子

祝賀会の余興の様子（右上：ねづっち）

宮城県　相原商工金融課長

仙台市水道局　宮野給水部長

全管連　藤川会長

伊藤大崎市長

長久保氏

石巻地方広域水道企業団　本木事務局長

佐藤副会長

興が行われ、会場内は笑いでお
おいに盛り上がり、午後７時30
分、来年の総会開催地組合であ
る白石市管工事業協同組合の髙
橋理事長による挨拶と宮管連の
佐藤副会長の一本締めで散会し
た。
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全国管工事業協同組合連合会OB会第2回総会懇親会　仙台市で開催全国管工事業協同組合連合会OB会第2回総会懇親会　仙台市で開催

　全国管工事業協同組合連合会（以下、全管連）
ＯＢ会［代表世話人　渡辺　皓（当組合常任相談
役）］第２回総会懇親会が令和７年４月23日（水）
午後６時、仙台市泉区の仙台ロイヤルパークホテ
ルにおいて開催され、開催地組合である宮管から
井上理事長をはじめ四役外役職員９名が出席し、
ＯＢ会員及び全管連役員等、総勢39名が参加した。
　冒頭、井上理事長から歓迎の挨拶があり、続い
て、全管連の藤川幸造会長と全管連ＯＢ会の岩野

全管連　藤川会長 全管連OB会　岩野世話人

隆一世話人（東京都）の挨拶の後、宮城岳風会の３氏（酒井隆岳・小野寺明岳・松瀬裕岳）による詩
吟（地元仙台藩の初代藩主である伊達政宗公の漢詩と和歌等）が披露され、北向幸吉氏（青森県）の

宮城岳風会による詩吟

歓談の様子

北向氏による乾杯の発声

加藤氏による三本締め

乾杯の発声で開宴となった。会場には懐かしい顔ぶれが揃い、参加者らは
互いの近況や昔話などに花を咲かせながら和気藹々と歓談し、午後７時45
分、加藤大二氏（新潟県）の三本締めで盛会の内にお開きとなった。
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　また、翌24日には、泉パークタウンゴルフ倶楽部において親睦ゴルフ大会が開催され、ＯＢ会の渡
辺代表世話人、全管連藤川会長をはじめ多くの方が参加し、地元宮管からも井上理事長らが参戦して
腕を競い合いながら交流を深めた。　

ゴルフ大会参加者集合写真（前列右から２人目・渡辺代表世話人、３人目・藤川会長）

日本鋳鉄管㈱　特約店

株式会社
代表取締役　植　原　文　夫

（本　　　社）〒116-0013 東京都荒川区西日暮里３－６－７　電話 03（5809）0562（代）  FAX03（5809）0563
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山４－１－２　　　電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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青下の杜フェスティバル2025開催青下の杜フェスティバル2025開催

　６月７日(土)、仙台市青葉区の仙台市水道記念
館・青下水源地で仙台市水道局、(公財)仙台市水
道サービス公社、青下の杜プロジェクト協力企業
の共催による「青下の杜フェスティバル2025」が
開催された。このイベントは、水源の大切さを学
びながら自然を感じて楽しむことを目的に企画さ
れたものである。
　当日は爽やかな晴天の下、多くの家族連れが詰
め掛けた。会場内には、水道記念館＆青下第一ダ
ム見学ツアー、ポンプ車・ごみ収集車・給水車等
のはたらく車の展示、薪割り・花植え体験、ラグ

　当組合は青下の杜プロジェクト協力企業の一員として、マジシャンShinyaによるマジックショー
を企画した。ステージ上では、軽快なトークで会場を沸かせながら鳩を出すマジック等が繰り広げら
れ、アシスタントの女性を消すイリュージョンマジックが行われると場内のボルテージは一気に上

大勢の人で賑わいました

ビーボールや輪投げを使って遊ぶコーナー、窯焼きピザやハンバーグ丼、かき氷等を提供するキッチ
ンカーなど様々なブースが設けられ人気を博していた。

給水体験

マジックショー・ステージの様子

輪投げコーナー

間近でマジックを披露
（右上：マジシャンShinya）

がった。また、マジシャンがテーブル席に移動して、手の平に乗せた10円を
100円に変える手品やサイン入りのトランプを移動させるトリック等を披露
すると、来場者は一様に驚き、感動の表情を浮かべていた。



− 9 −

令和７年度仙台市総合防災訓練実施令和７年度仙台市総合防災訓練実施
―「宮管ＢＣＰ」に基づく安否確認訓練も実施 ――「宮管ＢＣＰ」に基づく安否確認訓練も実施 ―

　「市民防災の日」となっている６月12日(木)午前、仙
台市宮城野区の宮城県消防学校において、仙台市の総合
防災訓練が開催され、防災関係機関及び災害時応援協定
締結団体等が連携した実動訓練が実施された。
　当組合は、仙台市水道局と締結している「災害時等に
おける水道施設復旧等の応援に関する協定書」に基づく
応援要請を受け、組合役職員３名とトラック１台が出動
し、応急給水訓練に参加した。
　総合防災訓練は、長町―利府線断層帯を震源とする直
下型地震により、市内で震度６強を観測し、ライフライ
ンの途絶等の被害が発生しているという想定で行われ
た。訓練は、シェイクアウト、建物救出、火災防御救出、
道路啓開、電動車による外部給電、仮設トイレ供給など
13種目で構成され、消防学校の広い校庭や訓練施設の各
所に設けられた模擬被災家屋や緊急用資機材類を使用し
て、実演と解説を織り交ぜながら次々と行われた。今年
度の総合防災訓練には初めてドローンによる物資輸送訓
練が加わり、重さ２kgの医薬品を抱えたドローンが訓
練会場内を飛び回り、たくさんの注目を浴びていた。

仙台市水道局から挨拶（於：卸町庁舎）

仮設水槽の積み込み（於：卸町庁舎）

仮設水槽の組立て（於：消防学校）

訓練会場内を飛び回るドローン（於：消防学校）

　13種目の一つである応急給水訓練は、まず水道局卸町
庁舎で、仮設水槽の積み込みと給水車への注水補給を
行ったのちに訓練会場に入場し、水道局危機管理室長の
指揮と解説のもと、水道局職員10名、他団体からの参加
者13名、給水車３台と連携して、２基の仮設水槽の組み
立て注水と、市民向け給水活動を実演した。
　前日には関東甲信越地方まで梅雨入りし、当日は降雨
が心配されたが、朝から薄曇り、気温23℃、微風という
屋外訓練には絶好の天候となり、ヘルメット＆長袖作業
服でも手際よく訓練をすすめることができた。会場には
日よけテントや冷たい飲料等も用意され、６月から始

まった熱中症対策の強化が定着していることを実感し
た。
　水道局ではローリー型給水車６台（２㎥３台、３㎥２
台、４㎥１台）を保有し、速やかな応急給水活動に備え
ているが、さらに広域的な断水が発生した場合を想定
して、車載型アルミ製水槽34基（１㎥ 28基、２㎥６基）
と仮設水槽64セットを各浄水場等に配備している。災害
発生時、日水協の要請による全国からの支援部隊が活動
を立ち上げるまでは、まず地元である当組合の職員や組
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講評を述べる郡仙台市長

合員が、アルミ水槽を搭載したトラックや仮設水槽を用いて市民に水を供給する役目を担う必要があ
る。応急給水活動が軌道にのった後には、組合員は配水管や給水装置の漏水修繕工事に人材と資機材
を集中させ、管路の早期復旧を目指すことになる。災害発生時に、いかに素早く応援可能な機動力を
取りまとめ、水道局と一体で応急活動を進めることができるかが、組合の重要な役割と認識している。

　また、前日の11日には、昨年４月から運用をはじめている事業継続計
画「宮管ＢＣＰ」に基づく安否確認の定期訓練を行った。午前６時、在
宅時間帯に被災したという想定で、組合員と組合職員を対象に、スマー
トフォンのチャット機能を用いて安否確認用の質問回答シートを一斉送
信し、それぞれ返信されてきた情報から、本人・家族の安否、会社の活
動可否、事業継続に投入できるリソース（人員・資機材・情報）等を把
握することができた。チャット機能は、令和６年能登半島地震復旧活動
隊と組合本部間の情報共有ツールとして非常に有効であったことは経験
済みである。今後もさまざまなチャット活用法を業務に組み込むことで、
災害対応力向上に活かしていきたいと考えている。

会場の様子（於：消防学校）

応急給水訓練参加者一同
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日本水道協会東北地方支部幹事都市管理者と全国管工事業協日本水道協会東北地方支部幹事都市管理者と全国管工事業協
同組合連合会東北ブロック各県支部長との意見交換会開催同組合連合会東北ブロック各県支部長との意見交換会開催

　４月11日（金）、仙台市青葉区のＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ
仙台西口において、日本水道協会（略称：日水協）東北地方支部幹事都
市管理者と全国管工事業協同組合連合会（略称：全管連）東北ブロック
各県支部長との意見交換会が開催され、日水協東北地方支部より20名と
全管連東北ブロックより28名が出席した。
　午後４時、全管連東北ブロック事務局の千葉事務局長が開会を宣し、
はじめに全管連の鹿野淳一東北ブロック長から、次いで日水協東北地方
支部長（仙台市長）に代わって加藤邦治仙台市水道事業管理者からそれ
ぞれ挨拶があった後、議題について、全管連側から各提案の主旨説明を
行い、日水協東北地方支部から次のとおり見解が示された。

鹿野全管連東北ブロック長

（１）水道施設整備工事に係る配管工労務単価加算の取り扱いについて
　令和５年度より、国土交通省（旧：厚生労働省）の「水道施設整備費に係る歩掛表」におきまして、

『配管工の労務単価は、当面の間、「公共工事設計労務単価」に４％の範囲内で加算した額を使用する』
（令和６年度版の４頁11行目）とあります。
　また、全国の水道事業体では、水道事業実務必携の適用に伴い、「公共工事設計労務単価」の「配管工」
の取り扱いについて、単価を４％割増し、『上水道配管工』や『水道配管工』の名称等を用いて工事
等を発注している事業体もございます。
　この件に関しまして、全国及び東北内での現状と東北各都市における本件に対する認識及び取組等
について、ご教示願います。
　なお、令和６年能登半島地震など近年多発する災害等の緊急時に地元管工事業者が、迅速且つ十分
な活躍ができるよう、平常時の水道管路更新・耐震化工事に従事ができて、企業としての体力維持、
作業員の雇用などが確保できる体制整備の観点からも適用を進めて頂きたいと考えておりますので、
どうぞ宜しくお願い致します。

（１）に対する見解
　配管工労務単価の加算については、各県支
部長都市の半数以下での取組みとなっている
が、管路更新の需要が増大していく中で、工
事を受注する地元管工事業者の担い手不足が
深刻化していることは承知している。加算の
適用にあたっては、各都市の事情等もあるの
で、引き続き検討して参りたい。

会議の様子

（２）包括施設管理業務委託について
　地方自治体や公共団体で、全国的に導入が進んできている包括施設管理業務委託について、いわき
市でも令和７年度から開始しています。公共施設（市役所庁舎、幼稚園・保育園、公民館、小中学校
など）の維持管理における効率化、管理水準及び安全性を向上させるため、施設の保守点検等業務と
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修繕業務を一括して民間に委託する制度で、230か所の公共施設の保守点検等業務、130万円未満の修
繕業務が主な内容となります。
　事業方針にあります、受注機会創出（地元業者を活用、受注機会を創出。地元業者の技術向上に寄与）、
災害時対応（安心・安全を確保し、早期復旧できる体制）については、現在水道局から受注している
水道管緊急修繕業務委託契約に近いと考えられます。
　つきましては、今後、各自治体の水道事業にも当該業務委託が広がってくる可能性があるのでしょ
うか。また、導入事例等があれば、お教え願います。

（２）に対する見解
　水道事業は、人口減少社会を背景とした水需要の更なる減少や、水道施設の経年化や耐震化の遅れ、
職員数の減少などの課題を抱えており、水道事業の基盤強化を図ることが急務となっている。そのよ
うな中、平成30年の改正水道法では、基盤強化の柱に官民連携を位置付けており、民間事業者の技術
力や経営に関する知識を活用できる官民連携を推進している。
　このような中、宮城県上工下水一体官民連携運営事業（みやぎ型管理運営方式）がコンセッション
事業として、浄水場や処理場の運転管理、薬品・資材等の調達、設備の修繕・更新工事等を令和４年
度から20年間実施を開始している。また、直近だと、宮城県の利府町では令和７年４月より10年間、
水道施設の維持管理業務や料金徴収・窓口関係業務などについて上下水道事業の包括的民間委託を開
始している。
　青森市では、漏水調査業務や緊急修繕業務、バタフライ弁・空気弁点検業務、検定満期メーター取
替業務の包括委託を行っている。
　水道事業が抱えている課題へ対応するため、今後も包括委託などの官民連携が増えていくものと思
われる。

（３）災害復旧活動予定日について
　災害時に復旧活動する場合、被災地の状況、復旧活動状況、復旧方法等を復旧活動される水道事業
体へ情報提供していると思われます。
　復旧活動を予定している組合員への情報は、地元水道事業体から提供されますが、今回の能登半島
地震においては、いつ頃から現地での復旧作業を開始するのか、予定が分からない状況が続きました。
具体的な日程が決まった時には、辞退した組合もございました。各県支部への計画的な復旧活動予定
日を決めるのは、現地での復旧状況が日々変化することからも大変難しいと思われますが、このこと
につきまして、今後の対策についてご教示願います。

（３）に対する見解
　能登半島地震では被害規模が大きく復旧も遅れているような状況から、東北地方支部として要請に
対して迅速に対応できるよう、早い段階から情報共有を図り準備を進めてきたところである。既に応
援に入っている復旧調整隊と調整を行い、復旧の進捗状況等から東北地方支部への要請のタイミング
を想定し、各県支部の割り振りも含めて準備した。しかしながら、被災状況により現地復旧が計画ど
おりに進むことができないなどの状況から、復旧活動予定日が二転三転するものとなり、関係者の皆
様には大変ご迷惑をおかけすることとなった。
　対策を講ずることは難しいところではあるが、復旧隊の準備期間を考えて早めに派遣時期を想定し
たことが逆にご迷惑をかける形となったことを踏まえ、今後は最短で準備できる期間を皆様と共有し
ながら、誤差のないように考えていきたいと思っているので、改めてご理解を頂くとともに、東北地
方支部として円滑な対応ができるよう努めて参りたい。
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（４）災害時における上下水道一体となった復旧の取り組みについて
　国では、令和６年４月から水道行政が国土交通省に移管され、国の水道・下水道に係る予算につい
ては交付金の中で一元化されています。また、施設の更新・維持管理について、ウォーターＰＰＰを
はじめとした新たな上下水道一体化の取り組みを推進し、強靱で持続可能な水事業の再構築を図って
います。
　一方で多くの自治体では、下水道事業の企業会計導入を契機に、上下水道組織の統合が進んでいて、
国の施策ともマッチした体系と理解しているところです。
　管工事業組合員は、主に配水管工事、給水装置工事、排水設備工事を生業として、上下水道ともに
関わっていますが、特に下水道の災害復旧活動に関しては、日本水道協会のような全体を統括する組
織は存在せず、災害対応のマニュアル類も発行されていないことから認識が低いままとなっています。
　昨年の能登半島地震災害復旧では、下水道は各地方整備局や日本下水道事業団を中心とした強力な
支援体制で従来型復旧を進めましたが、「上下水道一体となった復旧」としては、まだ改善点も多い
と思われます。
　改善にあたっては、現地でのきめ細かな連絡調整や土地勘が必要となります。将来、地元が被災し
て上下水道一体となった復旧をスムーズに進めるために、貴下下水道部門の災害訓練に水道担当者と
管工事業組合員が参加できるよう、お集まりの上下水道事業管理者の皆様にお願い致します。

（４）に対する見解
　上下水道一体での災害対応の在り方については、国土交通省が主体となり現在取りまとめていると
ころであり、その中で効果的な復旧支援の体制が整備されるものと考えている。一方で、これまで上
下水道が共同で防災訓練を実施することもなかったことから、仙台市の事例では、水道及び下水道関
係部署において現状の訓練の共有から協議を始めたところである。上下水道は、共に市民生活に直結
するライフラインであり、被災時においては早期復旧が重要で全管連の協力がなくてはならないもの
である。提案頂いた合同訓練の実施、参加についても併せて検討を進めて参りたい。

（５）現場技術者の専任合理化の早期施行について
　工事現場に専任しなければならない監理技術者等の不足問題が、工事の入札及び契約に大きな影響
を与えています。
　そのような中、国土交通省では現場技術者の専任合理化として
　１）主任技術者・監理技術者の専任工事現場の兼任
　２）営業所技術者等の専任工事現場の兼任
を一定の要件に合致する場合に可能とする制度改正を令和６年12月13日から施行しています。
　同日に国の報道発表があり、地方自治体に対して通知されていますが、各自治体の入札契約にかか
る監理技術者等の取り扱いが変更となるまで時間を要しているのが現状です。
　つきましては、現場技術者の専任合理化は、昨今の課題解決に資する施策であると考えますので、
運用状況についてご教示願います。

（５）に対する見解
　現場技術者の専任合理化については、各県支部長都市の半数以下での運用となっているが、管路更
新の需要が増大していく中で、工事を受注する業者の技術者不足が深刻化しているため、早期に施行
していく必要があると考えている。
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※意見交換会の出席者（順不同・敬称略）

日水協東北地方支部（◎地方支部長都市）
◎仙台市　　　　　　　　　水道事業管理者　　　　　　　　　　　　　加　藤　邦　治
　青森市　　　　　　　　　企業局水道部長　　　　　　　　　　　　　舘　山　　　公
　八戸圏域水道企業団　　　副企業長　　　　　　　　　　　　　　　　三　浦　哲　也
　秋田市　　　　　　　　　上下水道局次長　　　　　　　　　　　　　細　川　公　一
　盛岡市　　　　　　　　　上下水道事業管理者　　　　　　　　　　　長　澤　秀　則
　滝沢市　　　　　　　　　上下水道部長　　　　　　　　　　　　　　古前田　　　聡
　山形市　　　　　　　　　上下水道事業管理者　　　　　　　　　　　伊　藤　浩　之
　石巻地方広域水道企業団　事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　本　木　雅　治
　気仙沼市　　　　　　　　ガス上下水道部長　　　　　　　　　　　　菅　原　正　浩
　郡山市　　　　　　　　　上下水道局長　　　　　　　　　　　　　　菊　池　秀　昭
　福島市　　　　　　　　　水道事業管理者　　　　　　　　　　　　　清　野　一　浩
　青森市　　　　　　　　　企業局水道部主幹　　　　　　　　　　　　山　田　顕　世
　山形市　　　　　　　　　上下水道部総務課長補佐（兼）検査室副室長　齋　藤　　　豊
　事務局（仙台市）　　　　水道局次長　　　　　　　　　　　　　　　下山田　健　二
　　同　　　　　　　　　　水道局次長　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　康　浩
　　同　　　　　　　　　　水道局給水部長　　　　　　　　　　　　　宮　野　知　生
　　同　　　　　　　　　　水道局総務部総務課長　　　　　　　　　　脇　田　　　清
　　同　　　　　　　　　　水道局総務部総務課主幹兼研修係長　　　　松　岡　裕　治
　　同　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係主任　　　　　　大　堀　　　徹
　　同　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係　　　　　　　　藤　田　茂　伸

全管連東北ブロック（◎ブロック長）
　全国管工事業協同組合連合会　　　相談役　　　　　　　　　　　　　渡　辺　　　皓
◎山形県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　　鹿　野　淳　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　後　藤　健一郎
　　同　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　　　　　　　　　　髙　橋　孝　治
　青森県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　　坂　本　憲　昭
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　阿　保　秀　樹
　岩手県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　　佐々木　英　樹
　　同　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　　　　　　　　　　鎌　田　基　功
　宮城県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　　井　上　　　環
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　千　葉　信　宏
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　佐　藤　康　浩
　　同　　　　　　　　　　　　　　専務理事　　　　　　　　　　　　堀　　　政　信
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　小　野　貴　市
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　髙　橋　伸　嘉
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　廣　中　孝　彦
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　髙　橋　　　敬
　秋田県管工事業協同組合連合会　　理事長　　　　　　　　　　　　　太　田　博　之
　　同　　　　　　　　　　　　　　統括事務長　　　　　　　　　　　佐　藤　弘　幸
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　秋田管工事業協同組合　　　　　　副理事長　　　　　　　　　　　　谷　藤　健　二
　　同　　　　　　　　　　　　　　常務理事　　　　　　　　　　　　佐々木　康　元
　福島県管工事協同組合連合会　　　会長　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　修　久
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　小　林　仁　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　大　越　健　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　佐　藤　幸　三
　事務局（宮城県管工業協同組合）　専務理事　　　　　　　　　　　　吉　田　秀　之
　　同　　　　　　　　　　　　　　常務理事　　　　　　　　　　　　小　川　憲　昭
　　同　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　　　　　　　　　　千　葉　史　規
　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　林　東　暉
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愛犬 
㈱多賀工業所　代表取締役　
宮城県管工業協同組合 
監事　鈴　木　恵　一

　うちには、13歳になるトイプードルのオスがいます。震災後、突然、妻が「犬を欲しい」と言い出
して飼うことになりました。私なりに調べ、「毛が抜けない、無駄吠えしない、賢い性格の犬がいいな」
と妻に伝えたところ、次の日にはペットショップを何カ所かまわって、何頭かのトイプードルを探し
てきました。次の日曜日にもう一度見に行くこととなり、現在の愛犬と出会いました。生後４か月の
ため「バーゲン！３割引き」（３カ月を過ぎると安くなるようです）と見出しがあり、「生き物にバー
ゲン？」と不思議な（不快な）気持ちもありましたが、３人兄弟の末っ子を飼うことに決めました。
　早速名前を考えましたが、妻はコロンとかレオンなど洋風な考えでしたが、私は漢字の名前がよく
て、楽天イーグルスから一文字頂き「楽」（らく）と名付けました。
　しつけはほとんど妻に任せ、私は遊んであげる係で生活がスタートしました。犬は番犬、外で飼う
ものというのが私にとっては常識で、家の中で四六時中そばにいる犬は初めてでしたが、今ではいな
いと寂しく、一緒に生活するのが当たり前となってしまいました。
　一緒に生活してみて感じたことは、最近ドックカフェ、ペット同伴飲食店等が増えているというこ

役員ノート役員ノート NoteNote

とです。同じ犬種同士の交流が出来る事が楽しくなり、頻繁に会うよ
うになりました。初めは犬の運動会（ベニーランド主宰）、ドックフリー
デー（楽天球団主宰）などのイベントに参加し、仲良くなり、次第に
犬は関係なく飼い主のおやじが集まる飲み会になっています。来月も
ココちゃんパパ（犬の名前に、パパママを付けて呼び合ってます）の
還暦祝いをすることが決まってます。仙台市内のお酒が飲めて犬がＯ
Ｋなお店は少なく、ほとんど行ったと思います。行きたい方がいまし
たら私でよければ情報をお伝えします。
　最近、楽（らく）も13歳、人でいうとおじいちゃんになるようで、
病院で心臓の薬などいただき飲んでいるようです。見た目は若く元気
いっぱいですが、気を付けてみております。
　たまに会社に出勤？していますので遊びに来てください。尻尾をブ
ンブン振って出迎えします。親バカですが可愛いですよ。 鈴木　楽♂
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組合員㈱馬渕工業所が廃熱発電システムを開発組合員㈱馬渕工業所が廃熱発電システムを開発
～脱炭素社会実現に向けた未利用熱活用事業～～脱炭素社会実現に向けた未利用熱活用事業～

▶▶▶TOPICS

　既に新聞等でご覧になった方も多いと思いますが、組合員
㈱馬渕工業所が開発した廃熱発電システムについて、去る６
月６日（金）に当組合広報委員会の小野修司委員長（全栄興業
㈱）が、同社の研究棟を訪ね、小野寿光代表取締役から実物
を見せて貰いながら話を伺った。同社は、これまで利用され
ていなかった「小規模」「低温度域」の工場廃熱を利用した「独
立型ＯＲＣ発電システム」を開発して注目を集め、クラウド
ファンディングでも目標の999万円を大きく超える9,000万円
を調達した。
　研究所の１階で廃熱発電システムが稼働する様子を実際に

サイクルユニットの中の機械装置と小野
（寿）社長（右）、小野（修）広報委員長

見学した後、２階の会議室にてパワーポイントを使
用した詳しい説明を受けた。
　小野社長によると、同システムは非常時などの電
源喪失時も利用可能で独立性に長けており、発電電
力の地産地消や多様な供給が見込めるとのこと。ま
た、商用電源不要の発電システムであるため、自家
発電や蓄電の自立運転も可能であるとのことだっ
た。廃熱は地球温暖化の大きな原因の一つであるが、
廃熱の約７割は同システムで利用できる温度領域の
ものであるため、同システムの開発はSDGsの実現
やＧＸへの貢献が期待される。
　小野委員長から「新しい技術はワクワクする。将
来実用化や応用化が更に進んでいくことが期待され
るが、元々のきっかけは？」と聞いたところ、「東
日本大震災後、何かしなければならないという思いで発足させた（一社）持続可能で安心安全な社会を
めざす新エネルギー活用推進協議会（JASFA）での出会いがこの開発につながった」と小野社長は
話す。同社は新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の支援を受け、東京大生産技術研究所、
宮城県産業技術総合センター、京都大等とともに現在も普及に向け更なる開発研究に取り組んでいる。
今までは処分費用を負担して捨てられていた多くの廃熱。「熱と空気と水を扱う設備工事業の強みを
生かした開発」によって、廃熱が活用され地域が活性化する未来がすぐそこまで来ている。

特許第7587871号　ORC発電装置
意匠登録1781457　蓄電ユニット付ORC発電装置
意匠登録1781359　蓄電ユニット付ORC発電装置
商願2024-024422　廃熱エンジン



− 18 −

青年部コーナー

令和６年度ファミリーレクリエーション事業を開催して令和６年度ファミリーレクリエーション事業を開催して

ファミリーレクリエーション事業実行委員　金来　和広（㈱ユーワ技研）

　３月15日（土）、仙台市青葉区秋保にある木の家ロッ
ジ村にて、６年ぶりにファミリーレクリエーション事
業を開催したところ、会員及び会員家族合わせて20名
が参加しました。
　春の穏やかな日差しの中、お肉、野菜、海鮮を焼き、
炭火を囲んで話に花を咲かせ笑い合い、お腹いっぱい
の楽しい時間を過ごすことが出来ました。
　子供たちも初めて会うとは思えないほどすぐに仲良
くなり、貸切っていたロッジの中で元気いっぱい、鬼
ごっこやかくれんぼをしたり、川岸で石投げをしたり

ロッジでの調理の様子

楽しい時間を過ごしました

集合写真

して楽しんでいました。そんな姿を見ながら大人たちも自然と笑顔になり和やかな雰囲気が広がりま
した。

　子供達には参加の記念としてＱＵＯカードを渡し、
奥様方には準備しすぎた高級食材や飲物をお土産に持
ち帰っていただき、全員満足の一日でした。
　また、会員の普段仕事での顔とは違う、お父さんと
しての一面を見ることができたことも非常に新鮮であ
りました。
　後日、子供と一緒に参加した会員数名に感想を尋ね
たところ、（我家も同じでしたが）帰りの車中では遊
び過ぎて爆睡、そして、「また行きたい、楽しかった」
という感想だったと聞くことが出来ました。

　最後になりますが、参加いただいた会員と会員家族の方々、事業をまとめていただいた実行委員の
皆様に感謝申し上げます。
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令和６年度卒業式を開催して令和６年度卒業式を開催して

卒業式実行委員長　相澤　　淳（㈱相澤設備）

　３月22日（土）、仙台市青葉区のホテルメトロポリタン仙台内のル・リア
ンにて令和６年度宮管青年部卒業式を開催しました。
　この度ご卒業される佐藤秀一先輩（㈱大盛設備工業）、神田和隆先輩（㈲
明和設備工業）を迎え、総勢17名が集まりました。
　卒業式の会場はチャペルを使用し、本山泰督会長（本山振興㈱）の挨拶、
花束・卒業記念品の贈呈、写真撮影を行いました。卒業生入場で扉が開い
た際に、二人揃って満面の笑顔で腕を組みながら登場した姿は最高に輝い
て見えました。
　その後、パーティー会場に移動して、井上樹副実行委員長（井上設備工

業㈱）の乾杯の発声で宴会が始まり、会場には笑い声が響き渡りました。途中にサプライズで、渡辺
悠斗委員（中央管工業㈱）が製作した、卒業生二人の入会してから今までの写真をまとめたムービー
を流し、会場は更に盛り上がりました。

本山会長

卒業会員、佐藤氏（前列右から２人目）と神田氏（左から２人目）

井上副実行委員長

　宴たけなわの中、送辞・答辞が行われました。佐藤秀一先輩には万城目
幹事（熱研プラント工業㈱）から、神田和隆先輩には僭越ながら私とサプ
ライズで阿部瑞樹委員（㈱伊藤工業所）の２人で送辞を述べさせていただ
きました。初めて送辞を読んだので大変拙い内容ではありましたが、入会
当初から大変親切にしていただいた神田先輩にお礼を伝える機会をいただ
くことができ、とても良かったです。
　髙田浩之代表幹事（ウォーターワークス仙台㈱）の締めの挨拶の後、会
員による恒例のハンドアーチにて、卒業生が退場し散会となりました。
　その後、有志による二次会もありましたが、この場では語りつくせない
ので省略いたします。
　最後になりますが、卒業された御二方、長年青年部活動にご尽力いただき誠にありがとうございま
した。お体に気を付けていただき、今後の更なるご活躍を期待しております。
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優良青年部として表彰を受賞優良青年部として表彰を受賞

会長　本山　泰督（本山振興㈱）

　５月20日（火）、仙台市青葉区のパレスへいあんにおいて、宮城県中小企業団体青年部連絡協議会（以
下、県中央会青年部）令和７年度通常総会が行われ、当会から本山泰督会長（本山振興㈱）、渡辺啓
一郎副会長（渡辺建設工業㈱）、星川勇監査（㈲嘉平工業所）の３名が出席した。席上、当組合青年
部が優良青年部として表彰を受けた。
　総会は、午後４時に開会し、主催者
である県中央会青年部の朝比奈徹会長
の挨拶があり、続いて、優良青年部表
彰が行われ、当会と宮城県解体工事業
協同組合青年部会、仙台駅東口商工事
業協同組合青年部の３団体が表彰され
た。その後、議案の審議が行われ、全
て原案どおり承認可決された。
　また、総会終了後、懇親会が行われ、
異業種の青年部同士交流を深めた。
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令和７年度通常総会を開催して令和７年度通常総会を開催して

副会長　渡辺啓一郎（渡辺建設工業㈱）

　６月７日（土）午後４時より、ホテル白萩にて
会員21名（委任状４名含む）が出席して令和７
年度宮管青年部通常総会が開催されました。
　司会の万城目兼司幹事（熱研プラント工業㈱）
の進行のもと、業界関係物故者の方々へ黙祷を
捧げた後、はじめに本山泰督会長（本山振興㈱）
から挨拶がありました。
　議長に本山会長が就任し、第１号議案「令和
６年度事業報告並びに収支決算承認の件」、第
２号議案「令和７年度事業計画案並びに予算案

総会の様子

出席会員等集合写真

審議の件」が審議され、予算案で質疑応答があったものの原案どおり承認されました。
　続いて、新入会員［荒悠大さん（㈱荒設備工業）、岩城貴大さん（㈱江陽工業）、堀内大輔さん（㈲
明和設備工業）］の３名を迎え入れる紹介があった後、効率的に青年部事業を進める為にクラウドサー
ビスを活用することについて、発案者である相澤淳幹事（㈱相澤設備）より説明がありました。そし
て、今回の総会をもって卒業となる佐藤秀一さん（㈱大盛設備工業）と神田和隆さん（㈲明和設備工
業）に卒業証書の授与と花束贈呈が行われ、令和７年度宮管青年部通常総会の全てを閉会としました。
　総会後の懇親会は、親組合である宮城県管工業協同組合（以下、宮管）や青年部ＯＢの皆様をご来
賓に迎え、星川勇監査（㈲嘉平工業所）の進行で開会しました。本山会長の挨拶の後、宮管の井上環
理事長の祝辞、渡辺皓常任相談役による乾杯のご発声に続き、歓談タイムへと移行しました。
　途中、卒業生の２名と新入会員の３名を紹介した後、これからの青年部メンバーに対して宮管の小
林照和副理事長（㈱興盛工業所）と青年部ＯＢの郷古孝雄社長（㈲藤英工業）より激励のお言葉を頂
戴しました。楽しいエピソードとその中にも会員を後押しするような内容が話に織り込まれており、
皆が聞き入っていました。その後も懇親会は和やかに進み、盛況のうちに閉会することが出来ました。
　宮管青年部も入れ替わりが進んでいく中、形態をどのように変化させながら組織を維持していくか
が課題です。今年も皆でそれを一緒に考え、会長を支えながら青年部活動に取り組んで参ります。
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当組合お取引資機材メーカー
各社様が、おすすめする製品
を紹介するコーナーです。 Mr. みやかん

TSJ型　タスカルジョイント　　 
㈱多久製作所

【商品特徴】
　１．接続が簡単で配管の作業時間が大幅に短縮されます。
　　　継手の接続は、受口に挿口を挿入し、ロックバンドをセットするだけで接続が極めて短時間で

完了します。（管の回転不要）

　２．形状がコンパクトで軽量です。
　　　外径が小さくコンパクトなため、壁貫通や床貫通の穴を小さくできます。
　　　保温作業もコンパクトにでき、軽量のため、搬送や配管作業の効率が向上します。
　　　　
　３．作業工具が不要です。
　　　インパクトレンチなどの工具が不要、ボルトを使用しないため、トルク管理や増し締めが不要

です。但し、125SU（125A）、150SU（150A）は専用の挿入治具を使用。（貸出有り）

　４．接合のロックの確認が容易です。
　　　受口のバンド挿入部と同じ色のロックバンドを挿入する事で、ロックバンドの誤挿入を防止し

ます。マーカーバンドを巻くため、どこから見てもロック確認できます。

　５．低圧から高圧まで、広い範囲に使用可能です。
　　　セルフシール機構のパッキンを使用しているため、シール性に優れています。

　６．パッキンは２種類、幅広い温度に対応します。
　　　数多くのシール材料として実績のある耐塩素EPDMゴム（60℃以下）と耐熱グレードの特殊

フッ素ゴム（80℃以下）を用意。耐久性、耐熱性に優れています。

　〔問合せ先〕
　　㈱多久製作所　東北グループ 
　　〒984-0032　仙台市若林区荒井四丁目26番地の2
　　TEL（022）288-2161　FAX（022）288-2164 

我が社のおすすめ品！我が社のおすすめ品！

���
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令和７（2025）年度注目の助成金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北山ＦＰ社会保険労務士事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　北　山　茂　治

社会保険労務士からの目

　令和７（2025）年度の助成金は、育児介護休業法の改正で両立支援助成金が注目されます。
　今年度、内容が変更になった助成金には注意が必要です。主な助成金の変更点・改正点等を見てみ
ましょう。
　
＜今年度もあります「働き方改革推進支援助成金（業種別課題対応コース：建設業）」＞
　このコースは、昨年度に時間外労働の上限規制が適用された業種のための助成金のコースの１つで
建設業専用コースです。今年度も継続されました。内容は昨年度と比べ大きな変更はありません。
　成果目標が５つあり、その成果目標を達成すると、それぞれの成果目標に応じて、助成対象となる
取組（※１）の実施に要した経費の一部が支給されます。
　　（※１）助成対象となる取組とは、労働生産性を上げるために導入または実施した機械機器（土
木工事精算システム・測量杭打機・重機用センサーユニット・フォークリフト・軽トラック等）や研
修等、成果目標は次の①～⑤です。
　①月60時間を超える36協定の時間外・休日労働時間数の縮減 
　②年次有給休暇の計画的付与制度の新規導入 
　③時間単位の年次有給休暇制度と、交付要綱で規定する特別休暇を1つ以上新規導入
　④９時間以上の勤務間インターバルの導入 
　⑤４週における所定休日を１日から４日以上増加

（※２）上記①から⑤の成果目標に加えて、指定する労働者の時間当たりの賃金額を３％以上、５％
以上または７％以上引き上げることを成果目標に加えることができます。
　上記の中で⑤が建設業独自の成果目標で、最終的には週休２日制を目指すものです。人手不足の中
で難しい目標ではありますが、採用時には他社と差別化できて、目立つと思います。
　④の勤務間インターバルでは休憩時間11時間以上で150万円、９時間以上11時間未満で120万円と、
通常の勤務間インターバルコースよりそれぞれ30万円と20万円上乗せになっています。「過去２年間
において月45時間を超える時間外労働の実態があること」が条件となっていますのでご注意ください。

＜昨年度大注目だった「業務改善助成金」＞
　この助成金は、中小企業・小規模事業者の事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）を30円以
上引き上げ、生産性向上に資する設備投資等を行った場合に、その設備投資等にかかった費用の一部
を助成する制度です。事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が50円以内であることが条件なので、
宮城県の最低賃金は973円ですから、時給で973円～ 1,023円までの従業員が対象になります。雇用保
険に加入していないパートやアルバイトも対象になります。例えばパート２名の時給1,000円を1,060
円に引き上げると助成金上限額は90万円（30人未満の事業所では160万円）となり、例えばＣＡＤ等
システム導入費の75％が支給されます。（時給1,000円未満の場合は80％）
　事業場ごとの申請ができますので、複数店舗あればそれぞれから申請できます。更に毎年申請でき
ます。ただし、事業主単位で申請上限は600万円です。
　基準となる事業場内最低賃金労働者の雇用期間が、「３か月以上」から「６か月以上」になりまし
たので、注意してください。
　賃金の引き上げが条件の助成金ですが、現在最低賃金は毎年50円上がっていますので、 10月１日よ
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りも１日でも早く賃金を引き上げるとこの助成金が活用できます。

＜「両立支援助成金」は男性育休に注目＞
　両立支援等助成金は、仕事と育児・介護等を両立できる職場環境づくりのために、以下の取組を行っ
た中小企業事業主を応援します。
　男性の育児休業取得促進には、「出生時両立支援コース（子育てパパ支援助成金）」
　仕事と介護の両立支援には、「介護離職防止支援コース」
　円滑な育児休業取得支援には、「育児休業等支援コース」
　業務代替者への手当支給等には、「育休中等業務代替支援コース」
　育児期の柔軟な働き方整備には、「柔軟な働き方選択制度等支援コース」
　仕事と不妊治療等の両立支援には、「不妊治療及び女性の健康課題対応両立支援コース」（新設）
　お勧めは、出生時両立支援コース（子育てパパ支援助成金）の第２種です。
　第１種：男性が育児休業を取得しやすい「雇用環境整備」「業務体制整備」に取り組み、子の出生
後８週間以内に開始する連続５日間以上の育児休業を取得した男性労働者が出た場合に支給額は１人
目20万円、２人目・３人目10万円となります。
　第２種：男性労働者の育児休業取得率の数値（％）が１事業年度で30ポイント以上上昇し、50％を
達成した場合に支給額は60万円となります。 ※雇用環境整備の措置５つのうち２つを実施した場合、
第１種の受給実績がなくても、第２種のみ申請できます。ただし先に第２種を申請すると第１種は申
請できなくなります。
　※「育児・介護休業法等に定める雇用環境整備の措置」とは、次の５項目を指します。
　①雇用する労働者に対する育児休業に係る研修の実施 
　②育児休業に関する相談体制の整備 
　③雇用する労働者の育児休業の取得に関する事例の収集及び当該事例の提供 
　④雇用する労働者に対する育児休業に関する制度及び育児休業の取得の促進に関する方針の周知 
　⑤育児休業申出をした労働者の育児休業の取得が円滑に行われるようにするための業務の配分又は

人員の配置に係る必要な措置
　　
＜「キャリアアップ助成金（正社員化コース）」は助成額が半分に＞
　これも人気のある助成金の一つですが、今年度から助成額が80万円から40万円に減額されました。
有期契約社員で採用して６か月経過後に正社員に転換すると助成金が正社員転換後６か月経過後に40
万円が支給されます。正社員昇格時に賃金を３％以上アップする必要がありますし、賞与または退職
金を新たに付与することも必要です。
　50歳代の有期契約のパートがいる場合、無期契約にするだけで助成金が30万円支給される「65歳超
雇用推進助成金（高年齢者無期雇用転換コース）」もお勧めです。
　
＜60歳以上の従業員がいれば「エイジフレンドリー補助金」＞
　これは、60歳以上の従業員の労働災害の防止のため、負担の大きい作業を解消する取り組みに必要
な経費について費用の50％が支給されます。（100万円限度）
　例えば、重量物の持ち上げ軽減対策としてパワーアシストスーツや熱中症リスクのある事業場に休
憩室の設置や送風機の設置、体温を下げる機能のある服の導入等があります。
　他の助成金と違い相見積は不要で、１社だけの見積書で申請可能です。
　人気のある助成金でいつも締め切りが早くなりますので早めの申請をしてください。

　助成金は実に80種類ほどありますので、他にも御社にマッチした助成金があるはずです。「令和７
年度雇用・労働分野の助成金のご案内（簡略版）」（厚生労働省）を参照してみてください。
　なお、各助成金の詳細は、厚生労働省ホームページから、興味のある助成金のパンフレットやマニュ
アルを確認してください。
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Mr. みやかんの「これ知ってる？」

甘　酒
　「甘酒」が夏の季語ということをご存じでしょうか？現代のように冷蔵庫もエアコンも無かった時
代には、夏の暑さで体力が落ち、亡くなる方が多かったそうで、過酷な季節を乗り切るために、滋養
豊富な「甘酒」が飲まれていたことから、「甘酒」が夏の季語となったそうです。
　今回は栄養豊富で美味しいスーパードリンクである甘酒をご紹介します。

　甘酒は、奈良時代から日本人に飲まれ、神様に捧げる飲み物とされてきたといわれています。『日
本書記』には、「木

この

花
はな

咲
さく

耶
や

姫
ひめ

という酒造りの神様が、天
あまのたむざけ

甜酒という飲み物を作った」という記述と、
「醴

こ

酒
しゅ

」との記載があり、諸説ありますが、この２つのお酒が現在の甘酒の起源といわれています。
　また、平安時代は貴族の間で氷室の氷を使って冷やして飲む贅沢な飲み物として愛され、江戸時代
後期に広く庶民に広がりました。江戸や京の町では夏になると「甘酒売り」が練り歩き、それが風物
詩だったそうです。甘く美味しいだけでなく、体にも優れた効能があるため、夏バテ予防に「飲む点
滴」と言われ、甘酒は大いに頼りにされていたと伝わっています。

　さて、甘酒には「酒」の字が入っていますが、必ずアルコール分が含まれているというわけではあ
りません。甘酒には、酒粕が原材料になっているものと、米麹が原材料になっているものの２種類が
あります。

〈酒粕甘酒〉
酒粕甘酒は、原料の酒粕を水で煮溶かし、砂糖を加えて作る。
お酒を絞った後の粕である酒粕を原料としているため酒粕甘酒にはアルコールが残っていることが多
く、妊娠中や授乳中、子供やアルコールに弱い方には注意が必要。（アルコール分を１％以下に抑え
て「ソフトドリンク」として販売されているものもある）
　※酒粕…酒製造過程の副産物で、アルコールを含み、麹菌と酵母菌を発酵させて作られている。

〈米麹甘酒〉
米麹とお米が原料で、お米を米麹で発酵させて作る。発酵過程でお米のでんぷんが糖に変わるため、
砂糖を一切加えず甘い甘酒になる。

Mr. みやかん

　酒粕は米麹より原料としては安いため、酒粕甘酒の方が安価で購入しやすく、また、
米麹甘酒のカロリーは 119kcal・糖質量は 27.9g、酒粕甘酒のカロリーは 54kcal・
糖質量は 9.1g で、酒粕甘酒の方が低カロリー・低糖質なものが多いようですが、含
まれる栄養素や「アルコール分がないので、どんな時でも、安心して飲める」とい
う点では、米麹甘酒がおすすめです。
　なお、ビタミンや栄養素が豊富とはいえ、飲みすぎはカロリーオーバーにつながっ
てしまいます。高カロリー・高糖質ですので、くれぐれも飲み過ぎにはご注意くだ
さい。適量とされるのは、１日 200g 程度だそうです。
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組 合 の う ご き

３月１日（土）・組合員㈲嘉平工業所星川勇社長のご母堂星川洋子様の葬儀一般焼香に井上理事長参列
３月５日（水）・令和６年度給水装置工事主任技術者現地研修会が開催され、組合員等42名受講
３月６日（木）・令和６年度建設雇用改善推進委員会に井上理事長出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館役員会に井上理事長、菅原・小林両副理事長外出席
　　　　　　・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”若草号の発刊について
　　　　　　　②“みやかん”令和６年度収支決算見込並びに令和７年度収支予算（案）について
３月７日（金）・第３回東北地方建設キャリアアップシステム処遇改善推進協議会に堀理事ＷＥＢ出席
３月11日（火）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①組合新規加入申込者について
　　　　　　　②親善ゴルフコンペ実施報告
　　　　　　　③給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会実施報告
　　　　　　　④親善ボウリング大会実施報告
　　　　　　　⑤令和６年度教育・研修及び福利厚生事業報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和７年度教育・研修及び福利厚生事業計画（案）について
　　　　　　　②組合新規加入申込者について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①次回委員会の開催について
３月12日（水）・宮城県立仙台高等技術専門校令和６年度修了証書授与式に井上理事長出席
３月13日（木）・３月度理事会開催
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤職員及び嘱託員人事について
　　　　　　　⑥旅費規程の一部改正について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和７年度通常総会提出予定議案等について
　　　　　　　②㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　　　　　　　③仙台市水道修繕受付センター業務委託にかかる現地調査業務協力組合員との契約更

新について
　　　　　　　④労組の2025春季要求に対する回答方針について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①令和６年度決算予想と期末決算手当の支給について
　　　　　　　②職員の令和８年度新規採用方針について
　　　　　　　③仙台市水道事業会計資本的支出の推移
　　　　　　・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に井上理事長出席
３月14日（金）・2024下水道デザインマンホールコンテスト表彰式に井上理事長出席
　　　　　　・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合ユニオンとの第１回団体交渉に吉田専務理事外が対

応し、妥結
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３月19日（水）・仙台市技能職団体連絡協議会令和６年度第２回理事会に井上理事長出席
３月21日（金）・新旧商工中金仙台支店長歓送迎会に井上理事長出席
３月26日（水）・宮城県中小企業団体中央会令和６年度第４回理事会に井上理事長出席
３月28日（金）・東北エスロン会令和６年度理事会に小川常務理事出席
３月31日（月）・人事発令
　　　　　　・決算棚卸し

４月１日（火）・人事発令
４月８日（火）・新入社員研修講座に井上経理係員参加
４月９日（水）・新入社員等体験型安全運転研修会に菊地（真）営業係員、井上経理係員参加
４月10日（木）・宮城県立仙台高等技術専門校令和７年度入学式に堀理事出席
４月11日（金）・日本水道協会東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見

交換会に井上理事長、渡辺常任相談役外出席
４月18日（金）・組合創立78周年記念日
４月22日（火）・令和６年度随時実施技能検定（プラント配管・建築配管）実技試験が実施され、藤岡

正行会長（㈱アトマックス）、相澤十四男会長（㈱相澤設備）が技能検定委員として
運営にあたる

　　　　　　・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和６年度内の組合員のうごき（加入及び脱退）について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和７年度通常総会議案について
　　　　　　　　・令和６年度決算について（第１号議案関係）
　　　　　　　　・令和７年度予算案について（第２号議案関係）
　　　　　　　　・令和７年度賦課金について（第４号議案関係）
　　　　　　　　・令和７年度組合新規加入者の出資金及び加入金について第５号議案関係）
　　　　　　　②組合新規加入申込者について
　　　　　　　③令和７年度教育・研修事業について（継続協議案件）
　　　　　　　④令和７年度宮管安全大会の実施について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①宮管親善ゴルフコンペの日程等について
４月23日（水）・全管連ＯＢ会第２回総会懇親会に井上理事長、渡辺常任相談役外出席
４月25日（金）・日本水道協会宮城県支部第69回総会に堀理事外出席
　　　　　　・第４・四半期監査会開催
４月28日（月）・４月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③決算棚卸し（在庫）報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤第４・四半期監査報告
　　　　　　　⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑦仙台市水道修繕受付センター業務委託の見積入札及び委託契約の締結について
　　　　　　　⑧配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　　　　　　　⑨令和７年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
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　　　　　　　⑩2025春季労使交渉の妥結について
　　　　　　　⑪組合員の脱退について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和６年度決算について
　　　　　　　②令和７年度収支予算案について
　　　　　　　③令和７年度通常総会提出議案（議案書）について
　　　　　　　④令和７年度通常総会正副議長候補者について
　　　　　　　⑤総会の予定等について
　　　　　　　⑥水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会の開催について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①週休二日制普及促進ＤＡＹへの対応について
４月30日（水）・宮管連監査会に堀理事外出席
　　　　　　・宮管連令和７年度第１回役員会に井上理事長外出席

５月８日（木）・仙台市技能職団体連絡協議会令和７年度第１回理事会に井上理事長出席
５月９日（金）・（一社）仙台建設業協会令和７年度定時総会懇親会に井上理事長出席
５月12日（月）・宮城県中小企業団体中央会令和７年度専門委員会及び第１回理事会に井上理事長出席
５月13日（火）・（一社）仙台設備工事業協会令和７年度定時社員総会懇談会に井上理事長出席
５月14日（水）・（一社）東北空調衛生工事業協会第22回定時社員総会懇親会に井上理事長出席
５月16日（金）・石巻広域管工事業協同組合設立50周年記念式典・祝賀会に井上理事長出席
　　　　　　・令和７年度仙台市公認排水設備工事業者説明会に伊藤職員出席
５月19日（月）・2025仙台市下水道フェア第１回実行委員会に井上理事長出席
５月20日（火）・東北配管工事業協同組合令和７年度通常総会に関東資材部次長出席
５月21日（水）・総会運営打合せ会開催
５月22日（木）・（一社）宮城県空調衛生工事業協会令和７年度定時社員総会懇親会に井上理事長出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
５月27日（火）・５月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③令和７年度通常総会・表彰式・懇親会について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和７年度「市民防災の日」仙台市総合防災訓練への参加と宮管ＢＣＰ情報伝達訓

練の実施について
　　　　　　　②組合新規加入申込者について（実態調査報告を含む）
　　　　　　　③フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会の開催について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①仙台市排水設備工事申請手続き書類の一部変更と受付対応について
　　　　　　・令和７年度通常総会・表彰式・懇親会を開催、組合員・来賓等105名出席
５月28日（水）・（公財）仙台市水道サービス公社第62回理事会に菅原副理事長、堀理事出席
５月29日（木）・宮城県職業能力開発協会令和７年度第１回理事会及び第47回通常総会に井上理事長出

席
　　　　　　・（一社）宮城県建築士事務所協会令和７年度第46回通常総会懇親会に井上理事長出席
５月30日（金）・宮管連令和７年度通常総会・創立30周年記念式典及び祝賀会に井上理事長、渡辺常任

相談役外出席
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組合員のうごき
○組合員代表者変更

　株式会社 西原衛生工業所 東北支店（№４） 【令和６年６月26日付】

　　　　　　　　新　支店長　野口　　隆
　　　　　　　　前　支店長　加藤　弥輝　　　　 　　　　　　

　黒澤建設工業 株式会社 仙台支店（№37） 【令和７年２月１日付】

　　　　　　　　新　常務取締役支店長　栗原　清彦
　　　　　　　　前　執行役員支店長　　青山　一郎

　株式会社　羽根川設備工事（No.17） 【令和７年２月26日付】

　　　　　　　　新　代表取締役　羽根川　竜　 
　　　　　　　　前　代表取締役　羽根川貢造

　第一工業 株式会社 東北支店（No.24） 【令和７年４月１日付】

　　　　　　　　新　執行役員支店長　　　川口　　浩
　　　　　　　　前　上席執行役員支店長　瀧内　秀一　　　　 　　　　　　

○組合員事務所移転

　東水工業 株式会社（No.10） 【令和７年５月７日付】

　　新住所　〒９８４－０８３１　仙台市若林区沖野３丁目２番７号
　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ番号は変更ありません

　　旧住所　〒９８４−０８３１　仙台市若林区沖野３丁目１番６号

　株式会社 安達工業（No.204） 【令和７年６月１日付】

　　新住所　〒９８１－３１２２　仙台市泉区加茂１丁目45番３号
　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ番号は変更ありません

　　旧住所　〒９８１−３１２２　仙台市泉区加茂５丁目30番２号
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理事（役員）会報告

－３月度理事会－

１．日　　時　　令和７年３月13日（木）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　相澤理事・大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長
　　　　　　　　　　　　　鈴木資材部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の２月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について２月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③広報委員会報告
　小野広報委員長より、３月６日に開催した首題委員会において、広報誌「みやかん」若草号の掲載
予定記事と表紙写真、広報誌発行に係る令和６年度収支決算見込み及び令和７年度収支予算案につい
て審議した内容が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　松岡総務・厚生委員長より、３月11日に開催した首題委員会において、組合新規加入の申込者２社
の内、１社は加入承認基準を欠くこととなったため理事会で不承認となったこと、また、㈱新和技研
については理事会で加入承認となった旨が報告された。次いで、令和６年度の総務・厚生委員会所管
事業の総括と、令和７年度事業計画案について協議した内容が説明された。次に、新たに加入申込が
あった１社について委員会で審議した結果、与信取引を開始するのは適切ではないとの意見で一致し
た旨が報告され、理事会としても加入不承認とすることで一同了承した。

⑤職員及び嘱託員人事について
　吉田専務理事より、３月31日付定年退職の職員に対する退職金の支給と、４月１日付発令予定の職
員及び嘱託員の人事について報告され、一同了承した。

⑥旅費規程の一部改正について
　千葉事務局長より、昨今の諸物価上昇を鑑み、旅費規程による支給額のうち、４月１日付で宿泊料
と日当を各役職段階一律1,000円増額改定する旨が説明され、一同了承した。

※協議事項
①令和７年度通常総会提出予定議案等について
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　吉田専務理事より、来る５月27日に江陽グランドホテルにおいて開催を予定している首題通常総会
の提出議案項目と主なスケジュールについて説明されるとともに、各議案の具体的な内容は次回の４
月度役員会に提案することが付言され、一同了承した。

②㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　須藤事務長より、㈱宮城県管工事会館と締結している土地賃貸契約について、従前通り、賃貸借料
を直近３カ年の路線価平均額から算出した金額に改定して契約更新したい旨が説明され、一同了承し
た。

③仙台市水道修繕受付センター業務委託にかかる現地調査業務協力組合員との契約更新について
　堀理事より、仙台市水道局発注の首題業務委託における平日昼間の現地調査について、従事協力頂
いている組合員１社との契約更新に関し、配管工設計労務単価の改定に伴い、契約金額を見直して向
こう２年間の契約をしたい旨が提案され、一同了承した。

④労組の2025春季要求に対する回答方針について
　吉田専務理事より、今春の労組要求に対する使用者側回答の基本内容が提案されるとともに、３月
14日の団体交渉において文書回答したい旨が説明され、一同了承した。

※その他
①令和６年度決算予想と期末決算手当の支給について
　須藤事務長より、令和６年度決算予想が説明されるとともに、この決算予想に基づいた資材並びに
工事の利用分量割戻し率と期末決算手当の支給について提案され、一同了承した。

②職員の令和８年度新規採用方針について
　吉田専務理事より、令和６年度中に行った令和７年度の新規職員募集・採用活動の結果、必要な人
員の確保に至らなかったため、引き続き令和８年度の新規採用に向け、令和７年度においても募集・
採用活動を継続する旨が説明され、一同了承した。

③仙台市水道事業会計資本的支出の推移
　堀理事より、仙台市水道事業会計（配水管整備事業費、施設整備事業費、受託等事業費）の令和７
年度予算額と直近５事業年度の推移が説明され、一同了承した。

－４月度役員会－

１．日　　時　　令和７年４月28日（月）15：00 ～ 16：40
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・郷古理事・相澤理事
　　　　　　　　　　　　　大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・鈴木監事・三浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長
　　　　　　　　　　　　　鈴木資材部長・阿部経理課長　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
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４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の３月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について３月度の実績を含む令和６年度の年間実績と
前年比、及び予算比等が報告され、一同了承した。

③決算棚卸し（在庫）報告
　小川常務理事より、年度末の資材部商品並びに工事部材料の在庫量が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　松岡総務・厚生委員長より、４月22日に開催した首題委員会において、令和６年度内の組合員加入・
脱退の状況、令和７年度通常総会予定議案の委員会が所管する議案内容と新規加入申込者について協
議した旨、また、今年度の安全大会（６月26日）と親善ゴルフコンペ（９月30日）について協議した
内容が報告され、一同了承した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
⑤第４・四半期監査報告
　武田監事より、４月25日に行った令和６年度第４・四半期（決算）監査の結果、適法かつ正確に処
理されている旨が報告され、一同了承した。

⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　千葉事務局長より、仙台市指定給水装置工事事業者は令和６年12月から令和７年３月末までに新規
指定が４社、指定の失効事業者が２社あり、３月末現在で502社になっていること、仙台市公認排水
設備工事業者は令和７年４月１日付で新規承認が３社、承認取消しが３社、非更新業者が３社あり、
４月１日現在で374社になっていることが報告され、一同了承した。

⑦仙台市水道修繕受付センター業務委託の見積入札及び委託契約の締結について
　小島修繕センター部長より、令和７年４月１日付で仙台市水道事業管理者と委託契約を締結した首
題業務の契約金額と受託内容、従事協力組合員の業務委託料（単価）等について説明され、一同了承
した。

⑧配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　小島修繕センター部長より、令和７年度官公需共同受注事業として取り組む首題工事について、共
同受注委員会並びに官公需共同受注事業企画・調整委員会の承認に基づいて入札参加し、令和７年４
月１日付で仙台市水道事業管理者と契約を締結したことが報告されるとともに、今年度の施工体制等
について説明され、一同了承した。

⑨令和７年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
　須藤事務長より、第２倉庫を仙台市水道局へ賃貸している件について、前年度同様の条件で仙台市
水道事業管理者と令和７年４月１日付で賃貸借契約を更新した旨が報告され、一同了承した。
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⑩2025春季労使交渉の妥結について
　吉田専務理事より、労組の2025春季要求に対し、３月14日に回答書を示して団体交渉を行った結果、
使用者側回答のとおり妥結し、３月27日に労組側と確認書を取り交わしたことが報告され、一同了承
した。

⑪組合員の脱退について
　須藤事務長より、組合員１社より会社都合による自由脱退の予告書が令和７年３月14日付けで提出
されたため、定款の規定により令和７年度末で任意脱退処理する旨が報告され、一同了承した。

※協議事項
①令和６年度決算について
②令和７年度収支予算案について
　須藤事務長より、先ず、令和６年度の決算内容と剰余金の処分案等が説明され、次いで令和７年度
の予算案について提案され、一同了承した。

③令和７年度通常総会提出議案（議案書）について
　吉田専務理事より、総会に提案する各議案の具体的な内容について説明され、一同了承した。

④令和７年度通常総会正副議長候補者について
　吉田専務理事より、首題の候補者案が示され、一同了承した。

⑤総会の予定等について
　千葉事務局長より、５月27日に江陽グランドホテルにおいて予定している令和７年度通常総会、表
彰式、懇親会の開催要項、次第、出席者等の原案が説明されるとともに、懇親会への来賓案内者につ
いては日程等の関係上、既に案内文を発送していることに対して追認願いたいことが提案され、一同
了承した。

⑥水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会の開催について
　鈴木資材部長より、令和７年度の首題講習会の開催要項について説明され、一同了承した。

※その他
①週休二日制普及促進ＤＡＹへの対応について
　千葉事務局長より、国及び県内行政機関と建設業界が協働で取り組む首題の件について、当組合は
５月から９月までの第２土曜日を一斉休業とする案が説明され、一同了承した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－５月度役員会－　

１．日　　時　　令和７年５月27日（火）14：30 ～ 15：10
２．場　　所　　江陽グランドホテル　５階　天平の間
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　相澤理事・大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・鈴木監事・三浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
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　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長・鈴木資材部長
　　　　　　　　　　　　　阿部経理課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の４月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より資材と工事の各共同事業について４月度の実績と予算比、及び前年比等が報告さ
れ、一同了承した。

③令和７年度通常総会・表彰式・懇親会について
　千葉事務局長より、首題総会のスケジュール、次第、出席予定等について説明され、一同了承した。

※協議事項
①令和７年度「市民防災の日」仙台市総合防災訓練への参加と宮管ＢＣＰ情報伝達訓練の実施について
　堀理事より、６月12日実施予定の「令和７年度仙台市総合防災訓練防災関係機関等連携実動訓練（応
急給水訓練）」への参加内容、６月11日に実施する当組合ＢＣＰに基づく組合員並びに組合職員の安
否確認と情報伝達訓練、及び11月に仙台市で開催される五都市水道局合同防災訓練への参加等につい
て説明され、一同了承した。

②組合新規加入申込者について（実態調査報告を含む）
　松岡総務・厚生委員長より、組合新規加入申込があった㈲ウォーテックヤオヤ（代表取締役　武田
英之）に対して行った実態調査の内容が報告され、協議の結果、加入を承認することで一同了承した。

③フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会の開催について
　千葉事務局長より、宮管主催で６月下旬に開催したい旨が提案され、一同了承した。

※その他
①仙台市排水設備工事申請手続き書類の一部変更と受付対応について
　堀理事より、首題の件について、仙台市建設局下水道経営部業務課排水設備係に変更の主旨を確認
するとともに、実態に合った柔軟な対応を求めた旨が報告され、今後の状況を注視していくことで、
一同了承した。
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家族紹介
三豊工業㈱　代表取締役　
宮城県管工業協同組合
資材委員　阿　部　一　貴　

投　稿

嫁、息子３人、犬２匹、猫３匹。
　嫁**歳、幼稚園で同じクラス。長男26歳、アパート（一人）暮らし。次男22歳、オーストラリア在
住（もう帰って来なそう笑）。三男10歳、愛してるよ夢ちゃん♡。キキ♀豆柴。ティナ♀ラグドール。
エル♂スコティッシュフォールド。ラム♀ノルウェージャンホレストキャット。あぐ♂パグ。

５年間で５匹、なんでだろう…
　長男・次男が相手をしてくれなくなったからかな（笑）
　豆柴のキキは、2020年１月４日に、サーフィンをしている時に海の中で友人が、「豆柴を専門に扱っ
ているところに知り合いが働き始めたんだよね～」と。なんとなく動物の話からそんな話題になった
ような？？？帰宅後、嫁にその話をしてそのまま皆でそのお店へ。（＾＾）；正月で暇だった！！動物っ
て抱っこしたら終わりね。ＡＴＭで現金を下ろしてケージ等々すべてを揃えてその日に家族の一員に

（笑）

2020年12月、なんでだろう…
　うちは皆、犬派なのに人形みたいなラグドールを発見。猫なんて抱っこをしたこともなかったのに
…しちゃいました。２週間、家族会議。キキもラグドールの所に連れて行ったり。
　はぁ、ほんと美人！！はい、家族の一員に。
　この頃からペット屋さんめぐりが我が家ではデートみたいな感じ♡

2021年４月
　近くのショップに丸顔でかわいいスコティッシュが…
　この頃の口癖は「出会いは大切だから」。はい、家族の一員に。

2022年３月
　仕事で水道局へ。思ったよりも早く打合せが終わったので、近くのショップへ。はぁ。可愛いギャ
ルみたいなノルウェージャンを発見。それから用事もないのに水道局へ（笑）受け入れるつもりはな
かったんだけど、何回か抱っこしていると、「いてっ！！！」噛みやがった！血がタラタラ。あー僕
の血を舐めたんだ。じゃー家族の一員だね（笑）この子だけは家族に相談なく家に連れて帰り、皆びっ
くり！でも、快く受け入れてくれました＾＾

2023年３月
　嫁がずっと欲しがっていたパグを発見。
　だってさ～、抱っこしたら腕の中で寝るんだもん。はい、家族の一員に。

　こんな感じで今に至る５年間で家族が５匹も増えました！いつもショップをめぐって同じ子がいる
と、「早く誰かに迎えてもらえればいいね～」。家族が決まりました！の紙が貼ってあると、「よかっ
たね～」。いつもこんな感じです＾＾
　家に帰るとかわいい子たちがいて毎日癒やされます♡♡♡「みんな～愛してるよ～！！」
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「天
て ん

水
す い

桶
お け

のぼうふら」
（「天水桶」とは、防火用に雨水をためておく大きな桶）天水桶の中のぼうふらは、天水桶が世界
の全てだと思っているということから、世間知らず、ひとりよがりであることのたとえ。

ことわざ・漢字コーナーことわざ・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月のことわざ――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　制　御（　　　　　）
２　威　勢（　　　　　）
３　微　風（　　　　　）
４　旅　客（　　　　　）
５　獲　得（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　今後の成功をキネンする。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　４月１８日は組合の創立キネン日だ。　　　　　　　（　　　　　）
３　愚かな行いをイマシめる。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
４　モヨり駅近くで待ち合わせる。　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　水槽内にモが生えている。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１（　　）生　夢　死　　　　　２　本（　　）転　倒

※解答は39頁です。
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編集歳時記
（2025年盛夏号№515）

　昨年10月に会社の代表を父から交代致しました。これを機会に、私がこの業界に係わるようになっ
た頃からの世の中を振り返ってみました。私が最初に係わったのは阪神・淡路大震災後の災害復旧に
派遣された時ですね（1995年、まだ学生でしたが…なんで？）。その時に会社から支給された携帯電
話は１リットルの牛乳パックぐらいありました。学校ではＣＡＤの講義もあって、一応３次元なので
すが、ＸＹＺ軸の２点を指定するとそこに線がやっと１本引かれるというようなもので、とても実用
的ではないなと思っていました。1997年に私が社会に出た頃には２次元のＣＡＤは現在とほぼ同じよ
うな形でしたが、インターネットはなく、パソコン通信と言ってプログラム画面のようなものでデー
タのやり取りをしていました。メールに添付というような手軽さはありませんでした。電話はＰＨＳ
ですね。牛乳パックから大分小さくなりました。通話のみでした。その頃はまだ結構頭の中に電話番
号が入っていましたが、最近は自宅の番号も怪しくなっています。技術は進化してますが、私は退化
してるなと感じます。写真はまだアナログのフィルムで、現像するまで、どんな出来かわからないの
でドキドキでした。2000年に入るとデジカメだＣＡＤだインターネットだと加速していったように感
じます。宮管青年部で「ホームページを作る」という話が出たのもこの頃です。2010年代は東日本
大震災を経験し、そこから復興していく中で、携帯からスマホに移行したり、LINEだYouTubeだ、
2020年に入るとコロナ禍が始まり、リモート会議だなんだかんだ…ふう…次は何？
　そして現在は、学生がＡＩを使ってレポートを作成するような事が普通らしいですね。へえー。今
の私に足りないのは、20代の頃のように英語も分からないくせに金髪のおねーさんをナンパするよう
な、チャレンジャー精神だと感じております。おじさんなりに挑戦をして行きたいと思います。はい
はい、ＡＩ、ＡＩ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大友　進（東水工業㈱）
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ことわざ・漢字コーナー【解答】

一．　１．せいぎょ　　２．いせい　　３．びふう　　４．りょかく・りょきゃく
　　　５．かくとく

二．　１．祈念　　２．記念　　３．戒　　４．最寄　　５．藻

三．　酔生夢死（すいせいむし）
　　　　意味あることを何もせずに、一生を終えること。類義語：遊生夢死

四．　本末転倒（ほんまつてんとう）
　　　　順序や価値、立場などが逆転すること。類義語：主客転倒。
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宮城県管工業協同組合　第47期　広報委員会

委 員 長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）　　 
副委員長　大　浦　　　明　（㈱仙塩管工事センター　代表取締役社長）　　
委　　員　佐　藤　　　健　（佐 静 建 設 ㈱　代表取締役社長）　　
委　　員　金　来　和　広　（㈱ ユ ー ワ 技 研　代表取締役社長）　 
委　　員　坪　田　映　二　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）　 
委　　員　大　友　　　進　（東 水 工 業 ㈱　代表取締役社長）　 
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専務理事　吉　田　秀　之
理　　事　堀　　　政　信

編集・発行



塩竈みなと祭り（塩竈市）
　昭和23（1948）年から例祭神事として塩竈神社の神輿を鳳凰丸に、同39年からの志波彦
神社の神輿は龍鳳丸にそれぞれ奉安し、五色の吹き流し、旗差物等風になびかせ、その前
後を神楽船、大漁唄い込み船等100隻余りの供奉船が囲み、松島湾内を巡幸し、一大絵巻
を展開します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表紙写真提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県観光戦略課
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